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臨済宗南禅寺派　

　

布
施
や
愛
語
に
こ
こ
ろ
ざ
し

　

忍
辱
精
進
怠
ら
ず

　

弘
誓
の
願
を
身
に
つ
け
て

　

ひ
た
す
ら
菩
提
を
願
う
べ
し

　

か
か
る
憂
目
の
あ
る
ゆ
え
に

　
除
夜
の
鐘
を
撞
き
、

初
詣
を
し
て
「

今
年

で
も
あ
り
ま
す
。

情
で
す
。

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
の
が
人
生

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、

自
然
は
非

こ
そ
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」

と
願
っ

と
」

と
述
べ
ま
し
た
。

菩
提
和
讃
で
は
、

十

　
前
号
で
「

成
仏
と
は
菩
薩
道
に
生
き
る
こ

菩
提
和
讃
の
一
節
で
す
。
（

教
本
3
6
頁
）

　

こ
れ
ぞ
菩
薩
の
浄
土
な
り

　

他
己
を
も
自
己
と
覚
る
な
ら
ば

　

十
善
の
道
歩
み
つ
つ

貪
欲
・
怒
り
・
愚
痴
の
三
つ
。

合
せ
て
十
に

汚
い
の
の
し
り
・
二
枚
舌
の
四
つ
。

意
に
は

邪
淫
の
三
つ
。

口
に
は
、

偽
り
・
ざ
れ
ご
と

い
）

が
あ
り
ま
す
。

身
に
は
、

殺
生
・
盗
み

は
、

身
・
口
・
意
の
三
業
（

さ
ん
ご
う
＝

行

善
の
道
に
励
め
と
諭
し
て
い
ま
す
。

人
間
に

く
れ
て
い
ま
す
。

願
い
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

界
こ
そ
が
「

菩
薩
の
浄
土
な
り
」

と
教
え
て

　
更
に
、

自
分
と
他
人
の
区
別
を
し
な
い
世

き
方
が
十
善
の
道
な
の
で
す
。

と
も
言
い
ま
す
。

こ
の
悪
業
を
な
さ
な
い
生

な
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
十
悪
業
で
す
。

十
戒

回
忌
に
当
り
ま
す
の
で
、

法
要
を
執
り

本
年
は
、

先
々
代
の
玄
道
和
尚
五
十

柱
に
晒
を
巻
き
屋
根
の
無
い
本
堂
で

し
ま
し
た
。

葬
儀
は
、

焼
け
焦
げ
た

に
は
、

災
禍
に
よ
り
本
堂
ま
で
消
失

七
に
遷
化
し
ま
し
た
。

そ
の
十
日
前

　
和
尚
は
、

昭
和
四
十
年
一
月
二
十

玄
道
和
尚
で
す
。

を
始
め
書
院
、

開
山
堂
、

天
心
堂
、

内
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

山
門

位
牌
堂
は
師
の
代
に
建
設
さ
れ
た
も

行
い
ま
す
。

是
非
お
参
り
下
さ
い
。

事
の
前
に
観
音
堂
で
行
い
ま
す
。

ま
す
。

観
音
講
は
、

法
要
の
後
、

食

と
共
に
亡
き
師
を
偲
び
た
い
と
存
じ

執
り
行
い
ま
し
た
。

檀
信
徒
の
皆
様

清

末

静

男

植

木

文

一

郎

総
代

と
の
邂
逅
に
よ
り
、

開
山
・
開
基
の

木
像
や
襖
絵
、

多
く
の
仏
画
を
寺
に

第
十
四
世

玄
道
和
尚
五
十
回
忌

一
月
十
七
（

金
）

十
時
よ
り

大
般
若
・
初
観
音
講

と
の
境
界
を
定
め
る
石
垣
を
築
き
ま

の
で
す
。

最
初
の
仕
事
は
、

長
昌
寺
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檀
信
徒
の
皆
様
に
は
、

無
事
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

倍
旧
の
ご
法
愛
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、

皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

矢

野

玄

徳

総
代

禅 の 心

西

　
正

文
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川

野

省

三

玄
道
和
尚
は
、

明
治
四
十
年
住
職
就

役
員
住
職

遺
し
た
こ
と
で
す
。

寺
を
別
格
地
に

相
応
し
い
伽
藍
に
整
備
を
し
た
の
が

合

掌
会
長

総
代

松

本

文

次

し
た
。

特
筆
す
べ
き
は
、

天
心
居
士

総
代

総
代

矢 野 明 玄

矢 野 玄 徳

2・3頁

1・4頁

　
平
成
二
十
六
年
歳
旦

日
々
精
進
を
続
け
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

　
十
善
の
道
を
歩
む

是

久

弘

子

「

轉
不
倒
無
脚
」
転
ん
で
倒
れ
ず
足
も
無
し

村
上
天
心
筆

任
以
来
、

毎
年
の
よ
う
に
伽
藍
や
境



新 

年 

の 

ご 

あ 

い 

さ 

つ 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

平
成
二
十
六
年
甲
午
の
新
春
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
素
は
、
総
代
様
、
地
区
世
話
人

様
、
合
掌
会
役
員
様
を
は
じ
め
、
檀

信
徒
の
皆
様
方
に
は
、
安
住
寺
護
持

に
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 
 
 

 

私
事
で
あ
り
ま
す
が
、
当
年
不
惑

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。「
迷
わ

ず
」
の
境
地
に
は
至
り
ま
せ
ん
が
、

社
会
生
活
を
し
、
子
育
て
を
し
て
い

く
上
で
も
、
選
択
に
迫
ら
れ
ま
す
。 

迷
い
多
き
日
常
を
「
迷
っ
て
い
る

暇
は
な
い
」
の
覚
悟
で
日
々
過
ご
し

て
い
き
た
い
と
、
心
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
も
国
内
外
で
大
雨
や

台
風
に
よ
る
自
然
災
害
が
起
こ
り
、

猛
威
を
振
る
い
ま
し
た
。
伊
豆
大
島

の
被
害
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
被
害
、
た

く
さ
ん
の
方
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
、

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

東
日
本
の
震
災
後
、
こ
の
よ
う
な

自
然
災
害
を
垣
間
見
る
と
、
自
然
の

脅
威
と
、
人
間
の
小
さ
さ
を
、
以
前

よ
り
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
自
然
災
害
は
、
畏
敬
の
念
の
薄

れ
た
私
た
ち
へ
、
自
然
が
警
告
し
て

い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。 

そ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
が
直
撃
し

た
四
日
後
、
十
一
月
十
二
日
に
小
泉

純
一
郎
元
首
相
が
「
原
発
即
ゼ
ロ
」

の
記
者
会
見
を
し
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。 

政
治
が
決
断
し
、
知
恵
の
あ
る
人

が
い
い
案
を
出
す
。
そ
し
て
、
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
と
、
転
換
し
て
い
っ

て
欲
し
い
。
解
決
し
な
い
核
廃
棄
物

の
問
題
を
先
送
り
に
す
る
こ
と
は
誰

も
望
ん
で
は
い
な
い
。
私
を
含
め
、

多
く
の
国
民
の
願
い
が
届
く
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
す
。 

自
然
災
害
や
原
発
問
題
は
、
過
去

の
事
で
な
く
、
現
在
進
行
の
問
題
ば

か
り
で
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
解
決
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。 

私
は
、
人
が
自
然
を
敬
い
、
神
仏

を
敬
う
、
互
い
を
敬
う
心
を
取
り
戻

す
こ
と
が
、
解
決
の
ヒ
ン
ト
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

新
年
の
色
紙
に
は
、
人
を
自
然
を

慈
し
み
、
敬
愛
・
畏
敬
の
念
を
新
た

に
し
た
い
と
の
願
い
を
込
め
「
慈
敬

あ
ら
た
な
り
」
と
書
き
ま
し
た
。 

 
 

人
間
万
事
塞
翁
が
馬
。
物
事
の
禍

福
は
ど
う
な
っ
て
ゆ
く
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
平
成
二
十
六
年
甲
午
の
一

年
が
、
後
に
福
を
も
た
ら
す
よ
う
な

一
年
と
な
る
と
と
も
に
、
檀
信
徒
の

皆
様
に
も
、
幸
多
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

何
卒
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
明
玄
合
掌 

 
 

 

参
れ
ん
け
ど
、
双
子
の
顔
を
新
聞
で
見
せ
ち

ょ
く
れ
と
、
心
配
し
て
下
さ
る
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
居
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。 



宇宇宇
和和和
島島島
・・・西西西
江江江
寺寺寺
閻閻閻
魔魔魔
王王王   

ご
案
内
の
よ
う
に
本
年
は
、
安
住

寺
第
十
四
世
、
玄
道
和
尚
の
五
十
回

忌
に
当
た
り
ま
す
。 

 

玄
道
和
尚
と
邂
逅
し
安
住
寺
に
多

く
の
作
品
を
残
さ
れ
た
、
村
上
天
心

居
士
は
、
宇
和
島
出
身
で
あ
り
ま
す

が
、
宇
和
島
に
も
村
上
天
心
居
士
と

縁
が
あ
り
、
閻
魔
大
王
木
彫
坐
像
（
十

王
像
）
、
閻
魔
大
王
画
、
ま
た
地
獄
極

楽
絵
図
な
ど
の
作
品
が
遺
る
、
臨
済

宗
妙
心
寺
派
・
西
江
寺
が
あ
り
ま
す
。 

 

か
ね
て
よ
り
、
宇
和
島
を
訪
ね
て

み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
ら
、

昨
年
十
一
月
に
、
修
行
同
山
の
和
尚

の
集
ま
り
で
宇
和
島
を
訪
ね
る
機
会

を
得
ま
し
た
。 

 

急
な
お
願
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

西
江
寺
和
尚
様
の
説
明
の
も
と
、
村

上
天
心
居
士
の
作
品
を
見
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。 

 

西
江
寺
は
通
称
「
え
ん
ま
様
」
と

い
わ
れ
、
貞
治
四
年
（
一
三
六
五
）

京
都
東
福
寺
開
山
聖
一
国
師
の
法
孫

悟
庵
徹
和
尚
を
開
山
と
し
、
現
在
の

地
に
は
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）

中
興
開
山
的
堂
和
尚
の
代
に
、
初
代

宇
和
島
藩
主
・
伊
達
秀
宗
に
よ
っ
て

移
さ
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。 

さ
て
、
写
真
の
閻
魔
大
王
木
彫
坐

像
を
中
心
と
し
た
十
王
は
、
日
本
に

お
け
る
四
十
九
日
ま
で
の
中
陰
供
養

と
、
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。 

イ
ン
ド
で
は
、
中
陰
・
中
有
の
こ

と
を
ア
ン
タ
ラ
ー
・
バ
ヴ
ァ
と
い
い
、

死
の
瞬
間
「
死
有
」
か
ら
次
の
生
を

受
け
る
ま
で
の
期
間
の
こ
と
で
、
こ

れ
が
仏
教
思
想
に
取
り
込
ま
れ
た
。 

こ
れ
は
、
お
釈
迦
様
の
死
後
九
百

年
の
時
、
世
親
の
書
い
た
「
説
一
切

有
部
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
」
に
出
て
き

ま
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、 

[

中
有
の
期
間
は
一
期
が
七
日
で
、

最
大
で
七
回
。
つ
ま
り
四
十
九
日
ま

で
の
間
に
次
の
生
の
場
所
が
決
ま
る
。

そ
こ
で
亡
く
な
っ
た
者
の
縁
者
が
集

ま
り
、
四
十
九
日
ま
で
の
七
日
ご
と

に
追
善
供
養
を
し
功
徳
を
回
向
し
次

の
生
が
よ
り
よ
い
も
の
と
な
る
よ
う

に
願
う
。
こ
の
期
間
が
中
陰
の
期
間

で
あ
る
。] 

（
「
ア
ジ
ア
人
の
み
た
霊
魂
の
行
方
」
梶
村
昇 

大
東
出
版
社
） 

こ
の
中
有
の
思
想
が
、
仏
教
と
共

に
中
国
へ
と
伝
わ
り
、
道
教
の
影
響

を
受
け
『
閻
羅
王
授
記
四
衆
逆
修
生

七
往
生
浄
土
経
』
と
な
り
、
日
本
に

伝
わ
っ
て
か
ら
は
、『
地
蔵
菩
薩
発
心

因
縁
十
王
経
』
と
な
っ
た
。 

 

そ
の
五
番
目
、
五
七
日
に
当
た
る

王
が
、
天
心
居
士
の
像
と
画
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
、
怖
い
顔
を

し
た
閻
魔
王
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
閻
魔
王
を
中
心
と
し
た
、
十

王
に
よ
り
、
死
者
は
七
日
ご
と
に
い

裁
き
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。 

日
本
の
追
善
供
養
は
、
七
回
忌
・

十
三
回
忌
・
三
十
三
回
忌
な
ど
を
加

え
、
十
三
仏
信
仰
と
な
り
、
寺
請
制

度
の
影
響
か
ら
更
な
る
追
善
供
養
も

加
わ
っ
た
、
現
在
の
供
養
の
か
た
ち

に
な
っ
て
い
る
。 

西
江
寺
・
天
心
居
士
の
作
品
紹
介

が
、
思
わ
ぬ
再
勉
強
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
だ
ま
だ
色
々
書
き
た
い
の
で
す
が
、

今
回
は
紙
面
の
都
合
で
、
追
善
の
忌

日
と
十
王
、
そ
の
本
地
仏
を
紹
介
し

て
次
号
に
続
き
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

初
七
日 

秦
広
王 

 
 

不
動
明
王 

二
七
日 

初
江
王 

 
 

釈
迦
如
来 

三
七
日 

宗
帝
王 

 
 

文
殊
菩
薩 

四
七
日 

五
官
王 

 
 

普
賢
菩
薩 

五
七
日 

閻
魔
王 

 
 

地
蔵
菩
薩 

六
七
日 

変
成
王 

 
 

弥
勒
菩
薩 

七
七
日 

泰
山
王 

 
 

薬
師
如
来 

百
か
日 

平
等
王 

 
 

観
音
菩
薩 

一
周
忌 

都
市
王 

 
 

勢
至
菩
薩 

三
回
忌 

五
道
転
輪
王 

阿
弥
陀
如
来 

 

次
号
に
地
蔵
の
話
や
、
地
獄
の
話
を
・
・ 

 



 
 
 
 

 


